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雲
南
市
の
三
賢
人
、
永
井
隆
博
士
、
加

藤
歓
一
郎
先
生
、
上
代
タ
ノ
先
生
。 

明
治
生
ま
れ
昭
和
、
大
正
、
昭
和
に
か

け
て
医
学
、
教
育
、
平
和
運
動
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
た
先
生
方
で
す
。
少
し
時

代
は
古
く
な
り
ま
す
が
・
・ 

勝
部
眞
楯
。
文
政
５
年
飯
石
郡
上
山
村

生
ま
れ
。
大
正
七
年
発
刊
の
飯
石
郡
誌

に
記
載
さ
れ
た
偉
人
。
幼
名
を
富
得
。

数
号
を
持
つ
も
檉
窻
（
て
い
そ
う
）
が

尤
も
有
名
。
生
家
は
元
・
代
々
神
職 

天
保
６
年
、
楯
縫
郡
（
た
て
ぬ
い
ぐ

ん
・
出
雲
市
多
久
町
辺
）
の
金
築
晴
久

に
国
学
を
学
ぶ
。
後 

大
阪
で
篆
刻

（
て
ん
こ
く
）
の
大
家
阿
部
絹
洲
に
つ

い
て
研
鑽
を
尽
く
し
た
。 

明
治
３
年
松
江
藩
学
館
に
仕
出
し
松 

江
修
道
館
大
助
教
と
な
る
。 

明
治
六
年
、
郷
土
の
田
部
長
右
衛
門
氏

に
聘
せ
ら
れ
家
庭
教
師
と
な
る
。
ま
た

掛
合
小
学
校
初
代
校
長
と
し
て
近
郷

の
子
弟
を
教
養
し
た
。
し
か
し
風
土
身

体
に
適
さ
ず
三
刀
屋
・
今
市
に
転
居
、

後
大
阪
に
移
居 

田
結
荘
千
里
（
陽
明

学
者
）
等
と
知
己
を
得
る
。
明
治
二
六

年
に
は
東
京
に
移
る
。
翰
墨
（
か
ん
ぼ

く
）
の
士
に
眞
楯
翁
の
篆
刻
を
愛
賞
す

る
者
多
し
。
明
治
の
三
筆
と
称
せ
ら
れ

た
大
宰
府
の
宮
小
路
康
文
が
帝
国
議

事
堂
の
額
字
を
揮
毫
し
た
折
、
天
覧
に

供
す
た
め
宮
内
庁
よ
り
「
寿
山
石
の
大

印
材
三
顆
」
の
恩
賜
を
蒙
り
、
こ
の
貴

重
な
印
材
の
篆
刻
を
嘱
す
大
家
を
慎

重
に
物
色
し
終
に
眞
楯
翁
に
嘱
さ
れ

る
。
翁
の
刻
を
以
っ
て
当
代
他
に
比
類

な
き
名
手
と
推
奨
し
た
。
眞
楯
翁 

若
か
り
し
か
ら
よ
く
窮
乏
に
耐
え

勉
学
、
貧
し
く
も
在
阪
の
折
に
は
雲

国
の
学
生
の
面
倒
を
親
身
に
な
っ

て
み
た
と
云
う
。
明
治
三
〇
年
東
京

で
没
。
尚
、
帝
国
議
事
堂
は
大
正
一

四
年
焼
失
。
眞
楯
翁
の
篆
刻
を
見
る

こ
と
は
不
可
。
残
念
で
す
。 

 

編
集
後
記 

 

失
礼
ば
か
り
で
済
み
ま

せ
ん
。
早
い
も
の
で
任
期
も
残
り
一
年

余
と
な
り
ま
し
た
。
議
員
定
数
を
検
討

中
。
１２
月
議
会
に
は
報
告
予
定
・
・
。 

３
・
１１
大
震
災
か
ら
早
く
も
半
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
福
島
原
発
も

未
だ
収
束
の
目
途
が
立
た
な
い
状

況
で
す
。
被
災
地
の
皆
様
に
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
今
年
の
台
風
は
各
地
に
甚
大

な
被
害
を
残
し
ま
し
た
。
局
地
的

豪
雨
は
ど
こ
を
襲
う
か
他
所
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
の
備
え

の
重
要
性
を
強
く
感
じ
ま
す
。 

セ
シ
ウ
ム
検
出
稲
わ
ら
に
つ
い
て

残
量
は
全
て
返
却
。
散
布
堆
肥
は

撤
収
、
残
留
分
は
国
の
指
示
待
ち
。

早
期
解
決
を
願
い
ま
す
。 

９
月
議
会
で
は
今
年
の
豪
雨
災
害

の
復
旧
予
算
、
道
路
、
河
川
な
ど

の
公
共
施
設
災
害
、
農
業
施
設
災

害
、
小
規
模
も
合
わ
せ
て
多
数
で

２
億
円
超
の
補
正
予
算
。
そ
の
他

加
茂
岩
倉
遺
跡
の
近
く
に
有
っ
た

火
薬
庫
の
移
転
補
償
費
４３

百
万

円
な
ど
総
額
九
億
円
余
の
補
正
予

算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
９
月
議
会
で
は
２２

年
度
決

算
を
審
議
。
今
回
か
ら
議
会
改
革

眞楯翁の書と篆刻
（飯石郡誌より） 

の
一
環
で
決
算
委
員
会
に
付
託
。

各
委
員
会
で
所
管
事
業
に
つ
い
て

分
割
審
査
。
結
果
全
て
原
案
通
り

可
決
、
提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た 

 

も
う
一
人
の
賢
人 

勝
部
眞
楯
（
ま
た
て
） 

 

総
合
セ
ン
タ
ー
見
直
し
計
画 

木
次
セ
ン
タ
ー
も
存
続 

 

９
月
議
会
９
億
４
千
万
円
余
を
補
正 

セ
シ
ウ
ム
検
出
稲
わ
ら
引
き
取
り
完
了 

新
市
役
所
建
設
計
画
、 

意
見
続
出 

大
丈
夫
か
！
？ 

新
市
役
所
建
設
に
つ
い
て
総
務
委

員
会
で
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

合
併
協
議
会
で
「
建
設
す
べ
し
、

場
所
は
新
議
会
で
３
候
補
地
か
ら

決
定
す
る
」
と
の
申
し
送
り
を
受

け
て
議
会
で
は
特
別
委
員
会
を
設

置
、
慎
重
審
議
の
末
「
木
次
町
合

庁
周
辺
と
す
る
。
但
し
財
政
状
況

を
見
極
め
つ
つ
検
討
す
る
こ
と
」

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後

３
月
１１
日
の
大
震
災
を
受
け
て
安

全
に
対
す
る
考
え
方
が
激
変
。
特

に
合
庁
周
辺
は
斐
伊
川
や
請
川
な

ど
が
流
れ
て
い
る
こ
と
。
基
礎
地

盤
が
軟
弱
な
こ
と
な
ど
心
配
す
る

意
見
が
続
出
。
安
全
性
を
ど
こ
ま

で
考
慮
す
る
か
。
費
用
対
効
果
等

引
き
続
き
慎
重
審
議
が
続
き
ま
す 

今
年
の
市
政
報
告
会
の
３
大
テ
ー

マ
の
一
つ
、
総
合
セ
ン
タ
ー
の
廃

止
・
縮
小
計
画
で
地
元
か
ら
激
し
い

反
対
意
見
が
相
次
い
だ
木
次
総
合

セ
ン
タ
ー
の
廃
止
が
撤
回
さ
れ
ま

し
た
。
同
じ
く
廃
止
計
画
が
示
さ
れ

た
田
井
出
張
所
も
今
後
再
検
討
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 


